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原
田
会
長
を
再
選

県
地
方
史
研
究
会
総
会

県
内
各
地
の
史
談
会
な
ど
で

つ
く
る
県
地
方
史
研
究
会
は
２２

日

長ヽ
崎
市
内
で
総
会
を
開
き
、

原
田
博

一
一会
長

（長
崎
史
談
会

会
長
）
を
再
選
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
本
年
度
の
秋
の
研
究
発
表

会
を
中
止
す
る
こ
と
な
ど
を
決

め
た
。
同
研
究
会
は
１４
団
体
、

会
員
２
９
２
人
が
加
入
。

（高
比
良
由
紀
）

そ

の
他

の
役

員

は

次

の
通

り

。
　

　

　

　

　

（敬
称
略

）

▽
副
会
長

＝
中
島
員
澄

（佐
世

保
）
▽
常
任
理
事

＝
小
嶺
昭
典

（長

崎
）
古
賀
力

（諫
早
）
氏
福
治
隆

（大
村
）
松
尾
卓
次

（島
原
）
木

田
昌
宏

（平
戸
）

ら
、
半
世
紀
近
く
天
草
の
歴

史
を
調
査
研
究
。
明
治
期
に

長
崎
を
旅
し
た
歌
人
の
与
謝

野
鉄
幹
ら
５
人
の
足
取
り
を

追

っ
た

「西
海
の
南
蛮
文
化

探
訪

『
五
足
の
靴
』
」
な
ど

４０
冊
の
著
作
が
あ
る
。
そ
の

原
点
は
「天
草

・
島
原
の
乱
」

（１
６
３
７
～
３８
年
）
。
「天

天
草
の
歴
史

民
衆
視
点
で

草
の
農
民
史
と
キ
リ
シ
タ
ン

の
深

い
関
わ
り

に
魅

せ
ら

れ
、
ず

っ
と
追
い
か
け
て
き

た
」２２

日
の
講
演
は

「西
海
の

天
草
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
史
』

江
戸
時
代
の
禁
教
下
、
天
草

の
キ
リ
シ
タ
ン
の
多
く
が
仏

教
に
転
向
し
た
背
景
や

「踏

‥………………………………………難

華

来
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天
草
史
談
会
代
表

鶴
田た期
史し
さ
ん
籠
）

熊
本

。
天
草
市
を
拠
点
に

「キ
リ
シ
タ
ン
史
」
と

「義

民
流
人
史
」
を
長
年
、
研
究

す
る
。

２‐
日
に
長
崎
市
で
開

か
れ
た
「長
崎
学
公
開
講
座
」

（長
崎
史
談
会
主
催
）
、

２２

日
の
県
地
方
史
研
究
会
研
究

発
表
会
で
、
二
つ
の
テ
ー

マ

を
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

高
校
の
日
本
史
教
諭
の
傍

み
絵
」
の
実
施
状
況
な
ど
を

解
説
。

「
日
本
の
西
の
海
に

面
す
る

『
西
海
』
と
い
う
視

点
で
五
島
、長
崎
、
口
之
津
、

島
原
と
い

っ
た
地
理
的
な
広

が
り
と
、
時
代
的
な

つ
な
が

り
の
中
で
、
天
草
の
キ
リ
シ

タ
ン
を
考
え
な
い
と
い
け
な

い
」

「義
民
流
人
」
に
つ
い
て

は
今
年
、

「西
海
義
民
流
人

衆
史
」

（長
崎
文
献
社
）
を

刊
行
。　
一
揆
な
ど
の
責
め
で

流
人
と
な

っ
た
「義
民
流
人
」

の
存
在
に
光
を
当
て
た
。
「地

域
の
中
心
か
ら
民
衆
の
視
点

を
組
み
込
み
、
歴
史
を
見
て

い
く
こ
と
が
大
切
。
今
後
は

天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン
近
世
復

活
史
を
ま
と
め
た
い
」
と
意

欲
を
語

っ
た
。

（高
比
良
由
紀
）


